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REC京都 
（深草学舎 紫光館）

REC東大阪 
（クリエイション・コア東大阪） 

REC滋賀 
（瀬田学舎 REC ホール） 

 ご報告 

として、ミシガン州立大学 教授のレイモンド・ジュソーム氏より「米国の大学におけるエクステンション活
動の発展 ～日本への提言～」、カリフォルニア大学バークレー校 教授のルイス・フォートマン氏より「大学
と地域社会の協働～参加型研究の実践を通じて～」についてお話いただきました。 
 
 
 

「ＲＥＣ設立２０周年記念シンポジウム」を開催しました！ 

2011年 12月 10日(土)、龍谷大
学瀬田キャンパス 8 号館にて、
「REC 設立 20 周年記念シンポジ
ウム」を開催しました。 
龍谷大学 赤松学長、REC 和田

センター長より開会挨拶を行い、

大津市副市長の佐藤賢氏よりご祝

辞を頂戴しました。 
 
第 1部基調講演では、独立行政

法人科学技術振興機構 顧問、東京
大学名誉教授の北澤宏一氏より

「新しい大学像とこれからのテク

ノロジー」をテーマに、国内経済

状況や今後日本の在るべき姿につ

いてお話いただきました。続いて、

海外のエクステンション活動事例 ▲ REC設立 20周年記念シンポジウム会場 (8号館 103大講義室) 

第 2部パネルディスカッションでは、「地域、そして、世界から学ぶ 
コーポレイティブ・エクステンションの在り方」をテーマに、パネリ

ストとして北澤宏一氏、レイモンド・ジュソーム氏に加えて、滋賀県

知事の嘉田由紀子氏、株式会社 I.S.T代表取締役会長の阪根勇氏をお迎
えし、ファシリテータの龍谷大学社会科学研究所所長の河村能夫経済

学部教授による進行のもと、国内外の連携事例に学びながら、「地域と

の協働」の今後の在り方について、来場者も含めた活発な意見交換が

なされました。 
 
第 1部基調講演と第 2部パネルディスカッションの間には、コーヒ

ーブレイクの時間を設け、REC事業等のパネル展示紹介、参加者同士
の名刺交換や意見交換等も行い、より一層の交流を深めることができ

ました。 
 
学内外合わせて約 200名の参加をいただき、盛況のうちに終了しま
した。設立 20周年を迎えた RECは、今後も地域社会発展のために精
一杯努めてまいります！ 

 

基調講演の様子 

コーヒーブレイク(交流会) 

 



 
 

1 月のＲＥＣ活動 

1月 6日（金） REC設立 20周年記念事業 特別講演会 
           「金子みすゞにみる仏教のこころ」一般受付開始！ 
1月 11日（水） 第 23回 新春技術講演会（大津プリンスホテル） 
1月 15日（日） 龍谷ジュニアキャンパス 
           「ラグビー教室」 ＊受講生（小学生）募集中！ 
1月 17日（火） 「水質管理実務講座」プレセミナー（BIZ-NET研究会）

最新の水処理技術と研究シーズのご紹介 
1月 25日（水） 「水質管理実務講習会」   
REC NEWS LETTERは毎月発行。次回は 1月 25日頃発行します。 
★バックナンバーは龍谷大学 HP→教職員向けサイト→REC京都サイトをご覧ください。 
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● ＲＥＣ滋 賀 ＲＥＣホール （内線7292） 

● ＲＥＣ京 都 紫光館5階  （内線 6505） 

● ＲＥＣ東大阪 クリエイション・コア東大阪  
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第 11回「プレゼン龍 2011」・                           

第６回高校生ビジネスアイデアコンテストの最優秀賞が決定！ 
ご報告 

 
龍大生によるビジネスプランコンテスト「プレゼン龍（ドラゴン）」を 12 月 11 日に深草学舎で開催し、

経営学部３年の寺岡康司さんと椎名祐輔さんが組んだ「チームポピット」がグランプリを獲得しました。 
 チームポピットが提案するビジネスプラン「ソーシャルネットワークコミュニケーション」は、U-stream
やニコニコ動画などの生放送が可能なサイトを通じて企業広告、説明会などの放送を支援あるいは代行する

というサービス。プレゼン後の質疑応答では、審査員の佐藤研司副学長（経営学部教授）から「一 緒に組ま
ないか」と誘いを受ける一幕も。「チームポピット」は来場者による投票で決める「オーディエンス賞」にも

選ばれ、ダブル受賞となりました。 
 「プレゼン龍 2011」はここ２年間、他大学にもオープンにしていた参加条件（代表者）を龍谷大学生に限
定し、学内での競争力を高めました。今回は 26件のエントリーがあり、この日は事前審査を勝ち上がった 6
チームがビジネスプランをプレゼンテーションで競い合いました。今回の結果は以下の一覧をご覧ください。

 「プレゼン龍」では、若き感性の発掘を目的に高校生によるビジネスアイデアコンテストも同時に開催し

ています。第 6 回の今回も緊張の中、初々しいプレゼンテーションが行われ、国立松江工業高等専門学校 3
年、坂本弘樹さんが提案する「ハブチューブ」が最優秀賞に決定しました。 

プレゼン龍 2011 結果発表

「プレゼン龍 2011」の受賞者たち 発表を終え、結果発表を待つ高校生たち 


